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桃花再生の詩物語『在護』における孟楽の心裏
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五 お わ り に
男女の愛情は生死をも越える奇跡を起こすこ
とができることを,この物語は語っている。長
安近郊のうららかな桃の花咲く人家をバックに
くりひろげられる,ややミステリアスなこのプ
ロットは劇詩にふさわしく,「人面桃花」のこの
典故は中国では後世よく引用され,劇化されて
人々に深い感動を与えてきた。宋代には説話人
の口にものは｀り,『緑省新話』,『酔翁談録』に収
録され,つづく元。明。清の各時代においても,
この「人面桃花」に基づいて戯曲。伝奇・詩詞
等がいくつも作られつづけた。今日『人面桃花』
の故事は京劇の演目の一つとして伝統芸能など
にもしばしば上演され,小説など種々の翻案も
作られている。また絵画や挿し絵等にも,「人面
桃花」をテーマにした図案が見られる。そこに
は桃の花を背景に鏡を手にした美女が1苗かれて
いるものも見られる。人々の意識の中では,『破
鏡重園』という離れ離れになった夫婦二人が再
会してハッピー エンドとなる故事と,桃のもつ
生命エネルギーの中に蘇生の思いを託した『人
面桃花』の未婚男女が再会し大団円を果たす物
語との両篇に,共通の意義を見いだしているの
であろう(6)。孟薬の『本事詩』情感篇に採録され
たこの二篇の伝奇小説には共通の類型的手法が
用いられている。
ただ,諸外国にも,女性が死んだあと運命的
に知り合った男性によって息をふきかえし,最
高の幸せをつかむというタイプの類話が多々み
られる。例えば西洋のグリム童話の物語の中な
どにも,『人面桃花』に見られる涙で生きかえる
ラブストー リとの共通点や類似性を指摘できる
のである。
(壬午 清明節)
[図版 出典 ]
「社護遊春」図:施瑛選『唐代博奇選繹』上海古籍出
版社
「 |■■¬L′」=」
(1)中国古小説の中の男女の恋愛物語には,出逢いと
愛の高まりに始まり,別れと女の死をへて,男の帰
還と女の蘇生によって二人の愛が記、知され落着する
パターンがあることが寸罰商されている。(『中国古小
説選』本間洋一編,和泉書院 一九九二年 参照)
(2)拙論『「破鏡 (重園)」の伝承とその習イを一―漢六朝
隋膚の副葬半折鏡一 』名古屋学院大学外国語学部
論集第6巻第2号,名古屋学院大学産業科学研究所,
一九九二年参照。
(3)「中国少数民族の間に語りつがれている愛の物言剖
の一つにトンンャン族の「鏡の面影」というのがあ
る。これは婚約者が互いに破鏡を持ち合い,そのお
陰で二人がめでたく円満に結ばれるというス トー
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リー である。これは明らかに夫婦再会の「破鏡重園」
の伝承を継承するものであるが,主人公が未婚男女
であるところは注日される。(『中国少数民族愛情故
事選』甘斎人民出版社 一九八三年参照)
(4)桃は生命力や長生のシンボルである。古来より,
その多子という特徴は女性の性と結びつけられ象徴
的な意味あいをもつものと考えられた。超越的な生
命力付与の能力をもち, また邪気を払う霊的な威力
を秘めた仙果とされてきた。
(5)この蘇生の話は,六朝志怪小説に多々ある再生説
話の影響をオ罰商できる。
(6)今日,成語として用いられる「人面桃花」の言葉
には,未婚女性ではなく「妻を偲ぶ」意として使わ
れる次のような例がある。「営他従國外回末,愛人己
不知搬到イir庭。他姑立旧地恨然良久,真有人面桃花
之感。」(賀銘華『多功用成語典故辞典』南海出版公司
一九九一年)
[文献・資料]
。『大平廣記』中華書局 一九八一年
・『白話太平廣記』北京燕山出版社 一九九二年
・趙畑選註『太平廣記選』齊魯書社 一九八〇年
・『太平廣記』北京美術撮影出版社 一九九二年
・『唐宋博奇精選』天津人民美術出版社 一九九二年
・『全唐詩』上海古籍出版社 一九八六年
・『中国文学家大辞典』(在護)上海書店出版社 一九八
一年
・張友鶴選註『唐宋博奇選』人民文学出版社 一九七
九年
・施瑛選『唐代博奇選詳』上海占籍出版社
・薫贔,小雨『中国博奇故事』未来出版社 一九九〇
年 (ここに収録された『窪護遊春』も純愛物語を基
軸にしてアレンジした改編作である)
・張競「唐代小説と恋の成立」『竹田晃先生退官記念東
アジア文化論叢』汲古書院 一九九一年
(本稿は二〇〇〇年度,名古屋学院大学研究奨
励金による研究成果の一部である。)
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